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１ 肥料をめぐる情勢

２ 施肥の実態
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1-1 世界の肥料需給

2017 2018 2019 2020 2021 2022

窒素 184,558 186,974 189,523 187,354 188,908 190,397

りん酸 60,224 61,464 62,357 62,612 63,552 63,702

加里 58,455 61,951 62,055 63,467 63,513 64,553

合計 303,237 310,389 313,935 313,433 315,973 318,652

2017 2018 2019 2020 2021 2022

窒素 155,253 157,819 161,504 160,492 161,572 163,219

りん酸 47,564 48,620 49,510 50,520 51,520 52,066

加里 46,284 49,422 51,373 52,752 53,664 54,197

合計 249,101 255,861 262,387 263,764 266,756 269,482

2017 2018 2019 2020 2021 2022

窒素肥料 105,050 105,893 107,424 108,744 110,193 111,591

りん酸肥料 45,152 45,902 46,587 47,402 48,264 49,096

加里肥料 36,349 37,171 37,971 38,711 39,743 40,232

合計 186,551 188,966 191,981 194,857 197,930 200,919

資料：「World fertilizer trends and outlook to 2022」（FAO)

年率２％弱の増加

世界の供給量
（2017-2022）

世界の肥料需要量
（2017-2022）

世界の生産能力
（2017-2022）

（N・P2O5・K2O千トン）

（N・P2O5・K2O千トン）

（N・P2O5・K2O千トン）
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1-2 ①りん鉱石の産出量、経済埋蔵量

出典：MINERAL COMMODITY SUMMARIES 2023(アメリカ地質調査所)を基に作成

＜りん鉱石の産出量及び経済埋蔵量＞
（鉱石千トン）

国名
産出量（2021） 産出量（2022） 経済埋蔵量

割合 割合 割合

中国 90,000 40% 85,000 39% 1,900,000 3%

モロッコ及び西サハラ 38,100 17% 40,000 18% 50,000,000 69%
アメリカ 21,600 10% 21,000 10% 1,000,000 1%
ロシア 14,000 6% 13,000 6% 600,000 1%
ヨルダン 10,000 4% 10,000 5% 1,000,000 1%
サウジアラビア 9,200 4% 9,000 4% 1,400,000 2%

ブラジル 6,000 3% 5,500 3% 1,600,000 2%

エジプト 5,000 2% 5,000 2% 2,800,000 4%

ベトナム 4,500 2% 4,500 2% 30,000 0%
ペルー 4,200 2% 4,200 2% 210,000 0%
チュニジア 3,730 2% 4,000 2% 2,500,000 3%
オーストラリア 2,500 1% 2,500 1% 1,100,000 1%

イスラエル 2,430 1% 3,000 1% 60,000 0%

南アフリカ 2,130 1% 1,600 1% 1,600,000 2%

セネガル 2,100 1% 2,600 1% 50,000 0%

カザフスタン 1,500 1% 1,500 1% 260,000 0%

アルジェリア 1,400 1% 1,800 1% 2,200,000 3%

その他 7,330 3% 7,650 3% 3,856,000 5%

世界合計 226,000 100% 220,000 100% 72,000,000 100%

３２７年分

中国は２２年分

アメリカは48
年分

モロッコは
1000年以上
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1-2 ②加里鉱石の産出量、経済埋蔵量

＜加里鉱石の産出量及び経済埋蔵量＞

産出量(2021)
（鉱石千トン）

産出量(2022)
（鉱石千トン）

経済埋蔵量
(K2O千トン）

2021 割合 2022 割合 割合
カナダ 14,200 31% 16,000 40% 1,100,000 33%

ロシア 9,100 20% 5,000 13% 400,000 12%

ベラルーシ 7,630 16% 3,000 8% 750,000 23%

中国 6,000 13% 6,000 15% 170,000 5%

ドイツ 2,800 6% 2,800 7% 150,000 5%

イスラエル 2,380 5% 2,500 6% Large -%

ヨルダン 1,560 3% 1,700 4% Large -%

チリ 858 2% 850 2% 100,000 3%

スペイン 365 1% 450 1% 68,000 2%

アメリカ 480 1% 440 1% 220,000 7%

ブラジル 270 1% 270 1% 23,000 1%

ラオス 260 1% 600 2% 75,000 2%

その他 350 1% 350 1% 300,000 9%

世界合計 46,300 100% 40,000 100% >3,300,000 100%

８２年分

カナダは６８年分

出典：MINERAL COMMODITY SUMMARIES 2023(アメリカ地質調査所)を基に作成
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1-3 ①世界のりん安の貿易量（2020）

輸入量

全輸入量

1,739万トン

輸出量

全輸出量

1,811万トン

・ りん安の輸出は、中国が世界の貿易量の１／３を占めている。

・ りん安の輸入は、インドが世界の１／３を占めている。日本は第１０位。

・ インドの動きに注視しつつ、輸入先国の多元化が必要。

インド
35%

モロッ
コ

サウジアラビア

ロシア

米国

米国

その
他

資料：FAOSTAT

32%

25%

15%

8%

4%
4%

12%

モロッコ

サウジアラビア

ロシア 中国
37%

6%
5%4%3%

45%

アメリカ
バングラデシュ

ベトナム

その他
インド

パキスタン

その他
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1-3 ②世界の塩化加里の貿易量（2020）

・ 塩化加里の輸出は、カナダが世界の貿易量の４割を占めている。

・ 塩化加里の輸入は、アメリカ、ブラジル、中国、インドの４か国で世界の２/３
を占めている。日本は第１６位。

・ 農業国の動きに注視しつつ、ロシア、ベラルーシに替わる国を探すことが重要。

42%

19%

17%

7%

6%
4% 5%

輸出量

全輸出量

4,998万トン

カナダ

ロシア

ベラルーシ

イスラエル

ドイツ

輸入量

全輸入量

5,621万トン

21%

20%

16%
9%

5%

29%

アメリカ

インド
インドネシア

ブラジル

中国

その他

資料：FAOSTAT
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66%

25%

6%
2%1%

りん安の輸入量(2022年)

中国

アメリカ

モロッコ

合計 503,000トン 合計 547,000トン

94%

6%0%0%

りん安の輸入(2021年)

中国

アメリカ

中国

１-４ ①日本のりん安の輸入（2021年対2022年）

• 中国の肥料の輸出規制の影響により、中国からのりん安の輸入は3割弱減少。
• 減少分はモロッコからの輸入で対応しているが、距離が遠いので輸送コストは上昇。

資料：貿易統計
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69%

10%

7%

6%

4%
3% 1%

塩化加里の輸入量(2021年)

カナダロシア

ベラルーシ

イスラエル

合計 504,000トン

91%

4%
2%1%1%1%

塩化加里の輸入(2022年)

イスラエル

ラオス

合計 453,000トン

カナダ

１-４ ②日本の塩化加里の輸入（2021年対2022年）

• 輸入数量は11%減少、ロシア、ベラルーシからの輸入はほぼゼロになった。
• ロシア・ベラルーシの減少分をカナダからの増量により対応している。

資料：貿易統計
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１-５ ①肥料の原料価格の動向

◆ 国際市況（尿素、りん安、加里鉱石）の動向

肥料原料
市況価格 $/t

(2021.1月)
①

市況価格 $/t
(2022.3月)
②

市況価格 $/t
(2023.1月) ②／①

尿素（中東品） 278～285 910～960 380 3.2～3.4

りん安（ＤＡＰ、米国） 390 1,240～1,250 650～670 3.2

塩化加里（カナダ産） 196～221 630～1,074 450～546 3.2～4.9

＜注目すべき指標＞
・世界の肥料需要
・原油・天然ガスの価格
・海上運賃
・為替レート
・中国、インド等の消費国の動向

資料：BSI生物科学研究所の化学肥料の国際価格ページを参照
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・肥料の価格は、2008年の肥料高騰後、価格は落ち着いていたものの、
2021年頃から急激に上昇している。2008年との違いは、尿素の価格が高
止まりしていること、塩化加里の価格が大幅に上昇していることが特徴。

資料:貿易統計
月別の輸入金額を輸入数量で除して計算した。
輸入が少ない月は、前月の数字を置いた。

１-５ ②肥料原料の輸入単価の推移
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１－５ ③国内の肥料価格(全農プレスリリースより)

・令和4年度秋肥の価格は、窒素、りん酸、加里の国際市況すべてが史上最高
値まで上昇し、円安の進行もあり大幅な値上げとなった。

・令和4年度春肥の価格は、円安による原料調達費の上昇と製造諸経費の上昇
により尿素以外は値上げとなっている。

令和4年度春肥の価格(R4.11-R5.5)令和4年度秋肥の価格(R4.6-R4.10)

分 類 品 目 成 分

(%)

前期比

(春肥対比)

単

肥

窒素質 尿素(輸入・大粒) 46 +94%

尿素(国産・細粒) 46 +73%

硫安(粉) 21 +45%

りん酸質 過石 17 +25%

重焼りん 35 +25%

加里質 塩化加里 60 +80%

けい酸加里 20 +36%

複合肥料 高度化成(基準) 15-15-15 +55%

分 類 品 目 成 分

(%)

前期比

(秋肥対比)

単

肥

窒素質 尿素(輸入・大粒) 46 ▲9%

尿素(国産・細粒) 46 +11%

硫安(粉) 21 +8%

りん酸質 過石 17 +15%

重焼りん 35 +16%

加里質 塩化加里 60 +31%

けい酸加里 20 +13%

複合肥料 高度化成(基準) 15-15-15 +10%

全農のプレスリリースより抜粋
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１-６ この章のまとめ

・肥料の資源は、世界的に遍在している中で、肥料の需
要は着実に増加。

・肥料の価格は、原油高騰を契機に上昇し、その後のロ
シアとウクライナの戦争により、平成20年の肥料高騰
を超える水準まで上昇し、現在も高い水準のまま。

・中国の輸出規制の影響、ロシア・ベラルーシから塩化
加里の輸入ストップの影響が大きい。

・日本の肥料需要は長期的に減少傾向にあり、バイイン
グパワーは低下し、原料調達に苦慮。
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１ 肥料をめぐる情勢

２ 施肥の実態
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２-１ 肥料の種類

• 肥料には、窒素、りん酸、加里のいずれか1つの成分のみ含まれるもの
(単肥)と、2成分以上含まれる複合肥料(化成肥料、配合肥料等)がある。

• 我が国では、化成肥料(高度化成、普通化成)や粒状配合肥料が多く使用さ
れている。

単肥 ・・・・・・尿素、硫安、過りん酸石灰、塩化加里等
H30  過りん酸石灰 8万トン(生産+輸入) ※

化成肥料 ・・・・・・原料を配合し、化学的操作を加えて造粒したもの等
H30  118万トン※ ・高度化成肥料

窒素、りん酸、加里の合計が30%以上のもの
例 N-P₂O₅-K₂O:15-15-15 など

・普通化成肥料
窒素、りん酸、加里の合計が30%未満のもの
例 N-P₂O₅-K₂O:8-8-8 など

粒状配合肥料・・・・・粒状の原料を配合したもの(BB(Bulk Blend)肥料)
H30  137万トン※ 例 N-P₂O₅-K₂O:15-15-15 など

※ ポケット肥料要覧より
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２-２ 標準的な施肥量

• 施肥量は、土壌の種類、作物の種類や品種、地域の作型等により異なる
が、水稲の場合、施肥量は、成分換算で、10a当たり窒素8-10kg、りん酸
10kg、加里10kg程度。野菜の場合は水稲のおよそ2倍程度の作物が多い。

• 実際の施肥量は、水稲の例では、高度化成を使用した場合は20㎏袋で3袋
程度、普通化成肥料を使用した場合は5-6袋程度となる。これを堆肥や汚
泥肥料(りん酸1%)で賄おうとすれば、1トンの施用が必要となる。

例 水稲の施肥基準の例(茨城県、ひとめぼれ等)



２-３ 国内の施肥の実態
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出典：「農業経営統計調査」（農林水産省）を基に作成

30年間で約３分の１に減少

水田への堆肥の投入量の推移

(kg/10a)
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水田へのけい酸質肥料の施肥量の推移

（ようりん＋ケイカル）

30年間で約３分の１に減少

• 水田では、肥料成分の少ない堆肥や土づくりに資するけい酸質肥料の施用
量は大幅に減少している。



２-４ 近年の施肥の傾向

• 農家の大規模化、高齢化の進展により、施肥の労力を極力少なくする傾
向があり、水稲では被覆肥料を配合し、追肥を省略した元肥一発型の肥
料を田植えと同時に施肥する体系が急速に普及している。

• また、近年の肥料高騰を受け、堆肥と化学肥料を配合した肥料の普及が
急速に進んでいる(普通化成並みの肥料成分を含むため、堆肥の単独施用
に比べて施肥量は少ない。)。
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堆肥と化学肥料を配合した混合堆肥複合肥料

出典：「ポケット肥料要覧」（農林統計協会）を基に作成

 土づくりと施肥が同時にでき、施肥作業が省
力化

 堆肥で不足する成分を化学肥料で補い、堆肥
の活用が拡大

 配合肥料の原料として堆肥を利用することに
より、コストダウンが可能に

 ペレット化をすると、散布が容易になり、広
域流通が可能に

堆肥と化学肥料の配合によるメリット

混合堆肥複合肥料の生産量 メリット

17
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２-５ この章のまとめ

・肥料の種類はさまざまであるが、日本では、窒素、り
ん酸、加里をバランスよく含まれる複合肥料を使用す
るのが一般的となっている。

・標準的な施肥量は、水稲の場合、りん酸で10kg程度で
あり、濃度の高い肥料や一発型の施肥が普及してい
る。

・肥料成分の低い堆肥や土づくりに資する肥料は大きく
減少している。

・近年の肥料高騰を受け、価格の安い堆肥と化学肥料を
配合した肥料が急速に増加している。
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ご清聴ありがとうございました。


